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国内産野菜中の 残留農薬実態 胡査 

一平成 8 年度～Ⅱ年度一 

高 田 千恵子 ", 大 橋 則 雄 ", 佐 藤 寛 ",  天 川 映 子 ", 

都 田 路 子・，荻 原 勉 ", 青 柳 陽 子 ", 鈴 木 助 治 " 

Su @vey  ユ ofPe3%cldeRe 臼且 dues 血 Domes 廿 cVegetable 鰻 

一 Apr. エ 1996@  Mar.2000 一 

CHIEKOゝAKADA* ， NORIO＾HASHI" ， HIROSHIヾATO* ， EIKO、MAKAWA* ， 
MICHIKO@MIYAKODA* ， TSUTOMU@OGIWARA* ， YOKO@AOYAGI*@and@SUKEJI@SUZUKI* 

Pesticide@residues@in@42@kinds@of@crops@and@9@kinds@of@frozen@foods@were@investigated ， Residues@of@6@kinds 

of@organochlorine@ insecticides ， 5@kinds@ of@organochlorine@fungicides ， 7@kinds@of@organophosphorus 

insecticides ， 1@kind@of@organophosphorus@fungicide ， 1@ kind@of@organonitrogen@fungicide@and@organonitrogen 

herbicide『ere‥etected ， Concentrations｛f｛rganochlorine（nsecticides・ ， Heptachlor‘poxide ， 

Dcofol ， DDT ， DDE@and@De Ⅰ   ri   ) ， organocHori   e@fungci   es@(TPN ， Procymi   one ， Ipro4one ， Vinclozol@@   and 

Captan) ， organophosphorus（nsecticides・ ， Prothiofos ， DDVP ， Phosalone ， MEP ， Dimethoate‖nd・thion) ， 

organophosphorus@fungicide@(Tolclofos-methyl) ， organonitrogen@fungicide@(Dichlofluanid)and@organonitrogen 

herbicide(Pendimethalin)@were@trace@-@0.60ppm@in@7@kinds@of@crops ， trace-1.57ppm@in@11@kinds@of@crops ， trace- 

0.25ppm（n・ ， 0.02-0.51ppm（n・ ， 0.02-0.15ppm（n・ ， Olppm（n 

1@kind@of@crop@respectively.@ There@were@no@carbamate@or@other@pesticides@detected   

Keywor 曲 : 残留農薬 pesticide  residues,  野菜 veget 茄 les,  有機リン系農薬 organophosphoruspesticides,  有機 

塩素系農薬 organochlonine  pesticides,  カーバメイト 系農薬 carbamate  pesticides,  含 窒素系農薬 

organonitrogen  pesticides,  殺虫剤 insecticides,  殺菌剤 ぬ ngicides,  除草剤 harbicides 

緒 官 に 平成 10 年度からは多摩地域で 生産された生鮮野菜にっ 

残留農薬基準は 食品衛生法の 改正により年々増加し いても調査を 開始した．今回は 平成 8 年度から 11 年度の 

平成 11 年 11 月には 199 農薬の残留基準が 告示されたり．そ 調査結果を報告する． 

の 一方で，残留基準の 設定されていない 作物からしばし また，平成 8 年度については 多摩地域で流通している 

ば 農薬が検出されている ， 刊 ．また近年，消費者の 食品 冷凍野菜についても 実態調査を行ったので 併せて報告す 

への安全性，特に 内分泌かく乱作用の 疑われる農薬の 食 る   

足中の残留実態についての 関心は高まっている．これら 実検方法 

の 現状からも食品 中 ，特に生のままの 摂取が多く，また ] .  試料 

加工食品の原材料となる 生鮮野菜について 農薬の残留 実 平成 8 年 4 月から平成 12 年 3 月までに多摩地域で 流通 

態を明らかにしていく 必要があ る   していた国内産生鮮野菜 19 種 161 検体，生鮮果実 1 種 1 

著者らはこれまでに 多摩地域で流通している 国内産生 検体，多摩地域で 生産された生鮮野菜 35 種 97 検体，及び 

鮮野菜における 残留農薬実態調査を 行ってきた 邨 ．さら 冷凍野菜 ( 原材料はいずれも 輸入品 ) 9 種 20 検体，計 51 

，東京都立衛生研究所多摩支所 1 ㏄ - ㏄ 23  東京都立川 @ 柴崎町 3  一 16 一 25 
*  Tama  Branch  Mborato Ⅳ， TheTo ㎏ o  Metropo ℡ an  Research  Lab0rat0 町 of 血 blic  Health 

3  一 16 一 25,Shibaz 曲 icho,Tachikawa,To ㎏ 0,1 ㏄ - ㏄ 23Japan 

，，東京都立衛生研究所環境保健部環境衛生研究科 
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Table@1.@ The@List@of@Investigated@Crops 

Commodltles ・・ 

Fresh@Vegetable 

C 由 bag 巨 Ⅰ 鰍 A 且 E Ⅰ SU 亜卵 ， Chinesec 北 bag4 千 lAKUS Ⅲ ゆ軋 Cucu 山 be ⅡⅠⅣ URI セ 9, ㎏ ttuc 椛 l),Tomat ㎝ g,Spinach  [HOt 爪 ENSOUJl8, 
Rmen 吐 P 凪仏 N Ⅱ 鉱 Yo@ l9  ガ l ㏄ vesofChine ㏄ c め b 昭巨 K0MA 丁 SUNADa, 田田 pki ⅡⅠ 徳 BOCHA 亜 l),Jap 皿 ㏄ eradish[D Ⅲ K0N] 仕 ㏄は 9), 
Cele Ⅳ 8),Egg 回皿吐 NASUT8),Ca Ⅱ 0t[N ⅡⅥⅡⅡ 5),Jap 皿 ese  radish[D 畑 KONXtopX4),Tar Ⅱ SAT0IM0I 弓 ， Br ㏄ co ℡ BURO 細て 0 Ⅲ 了 3), 
Balsam@peai{NIGAURIl3) ， Potato(2) ， Chinese@chive@ IRAl2) ， DAIKONN Ⅳ   l) ， Welsh@onionL   EGI];l) ， NORABOUN@@l) ， Mini@tomato(@l) ， 

Ra4sh@ Ⅰ   KAKABU@   (root)(l) ， toPl) ， Garden@bea Ⅰ   INGEN(l) ， Young@soybeans Ⅰ   DAMAME(l) ， Okr8oKURA(l) ， Cutti   g 

lettuc 胡 S 拍寸 Cr 丑 J Ⅰ ]),Sunny  lettuc ㎡ l), 比 ㎡ mustard[KARASHINA Ⅰ l),Sweetpotato[KANSH0 Ⅰ 1),Turnip[KoMBU](root Ⅹ l), 
(top)(l) ， CHINGENSAI(l) ， Cor Ⅰ   l) ， Sweet@ pepper Ⅰ   HISHITOU(l) ， Garl   nd@cHysanthemum Ⅰ   HUNGIKU(l) ， Jew ， s 

marroWMoRoHEIYA(l) ， SANTOUSAId) ， BEKANAl) 41  kinds 257…rops 

Fresh Fru Ⅱ e 

Sweet@persimmon[KAKI](@l) 1  kind 1@crop 
Frozen@Vegeta5e 

Pumpkin[KABoCHA](6) ， Spinach[HoURENSoU](4) ， Broad@bean[SoRAMAME](2) ， Garden@bean[INGENlz) ， Taro[SAToIMo](2) ， 

Green@peat@l) ， Asparagust@l) ， Young@soybean Ⅰ   DAMAME(@l) ， Broccoli@ Ⅰ   UROKKORII@l) 9  kinds 20@crops 

Total 51  kinds 278…rops 

1@)@ :@The@value@in@parentheses@shows@investigated@number@of@sample ，   

Table・ The´ist｛f！nvestigated‾esticide 

Organophosphorus@pestici   e 

Insectici   e@:@ Chorpyrifos ， CHorpyrifos-methY* ， Cyanofenphos@(CYP) ， Cyanophos ， DcHofentHon@(ECP)* ， DcHorvos 

(DDVP) ， Di   zi   on ， Dimethoate ， EPN ， EtHon ， EthYthiometon* ， FentrotHon@(MEP) ， FentHon@(MPP) ， 

Isofenphos* ， Cadusafos ，・， Malathion ， Methidathion・ ， Parathion ， Parathion-methyl* ， Phenthoate・ ， 

Phosalone ， Pirimiphos-methyl ， Prothiofos ， Pyridaphenthion* ， Salithion ， T-Chlorfenvinphos@(CVP)@(Total@of@ a@- ， 

/?@-CVP) ， Terbufos** ， Thiometon 

Fun8ci   e@:@ Edfenphos@(EDDP) ， Iprobenfos@(IBP) ， Tolclofos-methY   

Herbicide@ :@ Butamifos* 32  kinds 

Organoc Ⅱ   ori   e@pesti   i   e 

Insectici   e@:@ T-BHC@(Total@of@ a@- ， /?- ， y@- ， 5-BHC) ， T-DDT@(Total@of/> ， /> ， -DDT ， -DDD ， -DDE ， o ， /> ・ -DDT ， -DDD ， -DDE) ， 

Chlorobenzilate ， Dicofol ， Dieldrin ， a・ /?・ ， Benzoepinsulfate ， Endrin ， Heptachlor** 

Fungicide@:@ Captafol ， Captan ， Chlorothalonil@(TPN) ， Iprodione* ， Procymidone ， Quintozene ， Vinclozolin 

Herbicide@:@ Chlornitrofen@(CNP)* 18  kinds 

Carbamate@pesticide 
Insecticide@:@ Bendiocarb* ， Carbaryl@(NAC) ， Carbofuran ， Ethiophencarb* ， Fenobucarb@(BPMC) ， Isoprocarb ， Methiocarb* ， 

Pirimicarb 

Fungicide@:@ Diethofencarb* 

Herbicide@:@ Chlorpropham@(CIPC) ， Thiobencarb 11  kinds 

Organo Ⅱ     trogen@pesti   i   e 

Fungicide@:@ Dichlofluanid* ， Fenarimol* ， Flutoranil ， Mepronil 

Herbicide@:@ Esprocarb** ， Mefenaset* ， Oxadiazon* ， Pendimethalin ， Pretilachlor* 9  kinds 

Others Quinomethionate* I kind 

Total@ 71@ kinds 

*  investigatedfrom  1998  むむ investigatedfrom  1999 

種 2,7m8 検体について 調査した (Table  l). 系農薬 16 種，； 一バ メイト系農薬 m1 種， 含 窒素系農薬 7 

2. 俺 五対 亀 農薬 種 ，その他の農薬 1 種の計 63 農薬，平成 11 年度は有機 リ 

平成 8 及び 9 年度は有機リン 系農薬 23 種，有機塩素系 ン系農薬 32 種，有機塩素系農薬 m7 種，カーバメイト 系 農 

農薬 ¥m 種 ，カーバメイト 系農薬 7 種， 含 窒素系農薬 3 種 薬 11 種， 含 窒素系農薬 9 種，その他の 農薬 1 種の計 71 種 

の計 45 種，平成 10 年度は有機リン 系農薬 29 種，有機塩素 を 対象とした (T 荻 le2)   
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Table@3.@ Residues@of@organochlorine@Pesticides@in@Vegetables 
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 Cabbage(KYABETSU)@ 39 6 一 2l   一 0 ． 15,0 ． 09  0 ． 02,Tr  0 ． 03 0 ・ 35   

Chinesec ぬ a は e(H ℡ U Ⅶ @  26 2     一 0.05,0 ．㎝ 一       

CucumberoKYUURI)@ 25 8 一 0. ㎝ ， 0.01  一 0.01,0. ㎝ 0.03,0 ， ． 02,  0. ㎝     

0.02,00.02, 

0.0l,Tr 

Lettuce(RETASU) 21 6     一 0.30 ， 0 ． 29  0 ． 09  0 ． 51,0 ．㏄ 0 ． 02   

Tomato 19 3   Tr"   一 0.05,0..01  一     

Spinach(HoURENSoU)@ 18               一 Captam(T 「 ) 

Pi   ent(PIMAN) 6 1 4  0.0941,0.605' 0.02,0.11.  一 0.01  0.30,0..01  一 0 ・ 83   

0.2251  0.08 

Pumpki   (KABOCHA)@ 11       0.03           9       0 ・㏄           

Ce Ⅱ   ry(SERoRI) 8         0.28         

Tumip(topXKo ぬ鴇               1.57         

Mini@tomato           0.05         

Garden@beaRINGEN)                 一 Captan(0. 何 ) 

FrozenVegetable 

Pumpkin(KABoCHA) 6 3   一 0.0l,Tr,Tr  一       Dieldrin(Tr) 

Spinach(HoURENSoU)@ 4 2   0.03         一 0 ， ゥ ， 一 DDE(Trl 

Yo ㎝ lgsoy ㎏ an 鰍 llED 蛆皿 ME)                   
  

1@)@ The@total@amount@of@ a@-Benzoepin@and@ ;9@-Benzoepin@is@described   

2  )  @  :  not  detected 

3)@ Tr:@below@0.01@ppm 

4@)@ a@-Benzoepin:@0.04@ppm ， ;9@-Benzoepin@:@0.05@ppm 

5@)@ a@-Benzoepin:@0.33@ppm ， 3@-Benzoepin@:@0.27@ppm 

6@)@ a@-Benzoepin:@0.11@ppm ， /?@-Benzoepin@:@0.11@ppm 

3. 装 Ⅱ ベンゾ エ ピン (f 一 及びタ一ベンゾ エ ピンの 和 ) は ピ 

(1) キャピラリーガスクロマトバラフ : Hewlett  一 マンから 0,09-0.60WPm 検出された．また ，ベンゾ エ 

packard 社製 HP5890  SeriesD  ,  ( 検出 群 : ECD  ,  FPD) ピンの ィ 代謝物であ るべ ンゾエ ピンサルフェートがキュウ 

(2) ガスクロマトバラフ 一 質量分析 計 '.FinniganMat 社 りから 0.01-0.04ppm, トマトから Tr ( 痕跡程度 )., ピ 

製 T 「 ake 「 TM 一 マンからは 0.02 一 0 Ⅱ l ppm, ホウレンソウ ( 冷凍 ) か 

4. 分析方法 ら 0.03ppm 検出された．ベンゾ ェ ピン及び べンゾェ ピン 

前報に従った "   サルフェートには 残留農薬基準は 設定されていないが ， 

結果及び考察 環境庁の登録保留基準には 野菜類として 0.5mpm が設定 

] . 有機塩素系お 薬 されている㊤．今回検出されたピーマン 3 検体中 1 検体 

平成 8 一 11 年度は 51 種 278 検体中 16 種 42 検体から 6 種 から 0,60ppm の検出が認められ 登録保留基準を 超えてい 

の殺虫剤と 1 種の代謝物及び 5 種の殺菌剤が Tr 一 1.57  た，また，ベンゾ ェ ピンは毒物に 指定されており ， ADI 

ppm 検出された (Ta 団 e3)   1  日許容摂取量 ) も 0.006mg/kg 体重 / 日 と低レベルに 

殺虫剤では，ベンゾ エ ピン， ジ コホール，ディルドリ 設定されている 川 ， これらのことからも 生産者における 

ン， 0,0,-DDT, 代謝物であ るべ ンゾエ ピンサルフェート ， 農薬の適正使用の 遵守が望まれる． 

ヘプ タクロルェポキサイド ，及び 0 力 」 DDE が検出された   ヘプ タクロルの代謝物であ る へプ タクロル ェポキサィ 
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Table@4.@ Residues@of@organophosphorus@Pesticides@and@organonitrogen@Pesticides@in@Vegetables 

Organophosphorus@pesticide Organonitrogen@pesticide 

No ， of No ， of Insectici   e Fungicide Fungicide 
Sample 

sample@ positive EPN ProtHofos Tolclofos- Others Dchlofulanid Others 

(ppm) (ppm)  methyl(ppm)  (ppm) (ppm) (ppm) 
Fresh〃egetable 

Cabbage(KYABETSU)@ 39 3       0.05,0.,02  DDVR0.044@  一   

Chinese@cabagge(HMUSAI)@ 26 2   0.09,0 ．㎝ Phosalone(T ピ， )  一   

Lettuce(RETASU) 21 2 0.08 0.25 0.5l  Dimethoate(0.08@  一   

Tomato 19 2 0.02       0.15   

Spi   ach(HoURENSoU)@ 18       一 DDVR0.07@  一   

Piment(PIMAN) 16 3 0.02 0.19   MEP(0.01)     

Pumpkin(KABoCHA) 11 2 0 ・ 02         
Jap ㎝㏄ erad お lh(rooMHD Ⅲ KON) 9     Tr         

Sunnylettuce(SANIRETASU)             0 ， 02   

BE ㏍ NA     0 ・ 02           

Frozen〃egetabe 

Garden@beans(INGEN) 2         Ethion(Tr)     

1)  @  :  not  detected 

2) Tr:below0.0lppm 

ドがヵ ボチャ・ ダイコン ( 根 ) 及び ヵ ボチャ ( 冷凍 ) か キャプタンはホウレンソウ 及びインゲンの 2 種 2 棟 

ら TI Ⅰ 0.06 DPm 検出された．ヘプタクロルは 既に登録 体から Tr 及び 0.44ppm 検出されたが ，登録保留基準の 

が 抹消されており ，検出されたものが 代謝物であ ること， Ⅰ ノ 10 以下であ った   

また比較的低濃度であ ること等を考慮すると ，登録抹消 いずれの殺菌剤に 関しても，登録保留基準を 上回るよ 

以前に使用された へプ タクロルが土壌中に 残留したこと うな結果には 至らなかったがプロシミドン 及び TPN は 

が 原因ではないかと 推察する   平成 8 年度以降毎年高検出率であ る．今後，これら 残留 

さらに冷凍野菜からは ジ コホール， 0 ， P,DDT とその 代 基準のない農薬の 残留状況把握の 調査が必要であ る． 

謝物であ る 0 ， P"DDE 及びディルドリンが Tr. 、 ， 0.60ppm 検 また，イプロジオンはキャベツ ，キュウリ， レタスの 

出された   3 種 4 検体から 0.03 一 0.5l ppm 検出されたが ，残留基準。 ， 

殺菌剤では TPN, プロシミドン ， ピンクロ ゾ リン， ( キャベツ及びキュウ リ : 5ppm, レタス : l0ppm) の 

キャプタン及びイプロジオンが 検出された   1/20 以下で， 喫食 上問題はないと 考える   

TPN はキャベツ， キュウリ， コカ ブ ， セロリ，ハク 2, 有機リン系 庄薬 

サイ， ピーマン， ミニトマト， レタスの 8 種 ¥m 検体から 10 種 14 検体から 7 種の殺虫剤と 1 種の殺菌剤が Tr- 

0.01, 、 ， 1.57DDm 検出された． TPN は例年比較的 再 検出率 0 ， 5lppm の範囲で検出された (Table4). 

であ るが，残留農薬基準は 設定されておらず ，登録保留 殺虫剤では EPN, プロチオホス ， DDVP, ホ サロン， 

基準として葉菜類に 2Ppm, 根 ・ 茎 類 は 0.5Ppm が設定 MEP, ジメトエート ，及び ェ チオンが検出された． 

されている。 )   EPN はカボチャ， トマト， ピーマン， レタス及び べ 

また，プロシミドンはキュウリ ，キャベツ， レタス， カナの 5 種 5 検体から 0.02 一 0 ． 08ppm 検出された．残留 

トマト， ピーマンの 5 種 13 検体から Tr 一 0.30ppm 検出 基準 0 ． lppml0) を下回ってはいたが ， AnI が 0.0023mg/ 

された．特にキュウ リ に関しては 25 検体中 6 検体と高検 kg 体重 / 日の毒物であ り 回 ，加熱調理後もその 70% 以上 

出率であ った． しかしプロシミドンも TPN と同様に が残存する②，今回の 結果に問題はないが ，これからの 

残留基準はなく ，野菜に対して 2ppm の登録保留基準が 残留状況に留意していく 必要があ る． 

設定されているのみであ る 9)   プロチオホスはハクサイ ， レタス，ピーマン ，ダイコ 

ビ ンクロ ゾ リンはピーマン ，キャベツ， レタスの 3 種 3  ン ( 根 ) の 4 種 5 検体から Tr 一 0 ． 25 ppm 検出された． 

検体から 0.02%.83ppm 検出されたが ，同様に登録保留 残留基準はハクサイに 0 ・ lppm, キャベ   ツ に 0,2ppm 等と 

基準のみで野菜に 対しては 5Ppm とされている 9)   されている 伊 ", 残留基準がない 作物も多くあ る．今回 
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Table@5.@ Detailes@in@the@Sample@Contained@Several@Pesticides 

Sample Detected〆ear Pesticideヽesidues・ 

Fresh@Vegetabl   

Cabbage@ -1 19 ㏄ TPHO ， IS)" ， DDVP(0.04) 

Cabbage@ -2 1996 Tolclofos-methyl(0.05) ， Vinclozolin(0.35) 

Cabbage@ -3 1998 Iprodione(0.03) ， Tolclofos-methyl(0.02) 

Cucumber@-1 1997 Benzoepin《ulfate(0.04) ， Procymidone(0.02) 

Cucumber@-2 1998 TPN(0.04) ， Iprodione(0.04) 

Chinese@cabbage 1997 Prothiofos(o. ㎝ ),PhosaloneCTr つ 

Pimento@-1 1997 Benzoepin@o ， OQ4') ， Benzoepin@sulfate(0.02) ， Prothiofos(0.19) 

Pimento@-2 1997 Benzoepin(0.605') ， Benzoepin《ulfate(o ． ll) ， 

Pimento  -3 1997 Benzoepin(0.226') ， Benzoepin@sulfate(0.08) ， Vinclozolin(0.83) ， Procymidone(0.30) 

Pimento@-4 1999 TPN0.01) ， MEP(0.01) ， Procy Ⅲ     done(0.01) 

Lettuce@-1 1997 EPN0.08) 、 Prothiofos(0.25) 

Lettuce@-2 1999 Iprodione(0.51) ， Dimethoate(o ． OS) ， Tolclofos-methyKo ， 51) 

Frozen@Vegetabl   

Pumpkin 1996 Dieldrin(Tr) ， Heptachlor@epoxide(o ， Ol) 

1)@ :@The@value@in@parentheses@shows@concentration@of@ detected@pesticide   

2)@ :@below@0.01@ppm 
3@)@ :@The@total@amount@of@a@-Benzoepin@and@/?@-Benzoepin@is@described 
4@)@ a@-Benzoepin@:@0.04@ppm ， 3@-Benzoepin:@0.05@ppm 

5@)@ a@-Benzoepin@:@0.33@ppm ， ,9@-Benzoepin:@0.27@ppm 

6)  0-Benzoepin  :0 ・ llppm, ㍗ -Benzoepin  :0 ・ llppm 

ハクサイからの 検出量はいずれもこの 基準以下であ っ @ 及びサニーレタスの 2 種 2 検体から 0.15 及び 0.02ppm 

た ．しかし基準のない 検体であ るピーマンから 0.lgDPm,  検出されたが ，残留基準の 1 ノ 500- 1/100 とこ。 くわず 

レタスから 0.25ppm 検出されており ，これらをハクサ ィ かな量であ った． また，除草剤のぺンディメタリンが ； 

の残留基準に 当てはぬた場合，基準を 超える．特にこれ ボチャ 1 検体から 0 ． 0l ppm 検出されたが ，残留基準 10) 

らの野菜は生での 喫食 が多いことから ，今後の動向に 十 0.2mPm の l/20 と低レベルであ り 両 農薬とも 喫食 上は 

分留意する必要があ る   問題がなりと 考える   

DDVP はキャベ ツ 及びホウレンソウの 2 種 2 検体から また， カーバメイト 系及びその他の 農薬に関してはい 

0.04 及び 0.07ppm 検出されたが ，残留基準の 0.l ppm を ずれの農薬も 検出されなかった   

上回ることはなかった．また ， この農薬は揮発性が 高く 4. 複数残留農薬 

水洗によって 70% が除去され 瑚 ， 加軌 調理によっても 容 同一の検体から 2 種類以上の農薬を 検出したものにつ 

易に 除去されるため 喫食 には影響ないと 考える   いてまとめ， Table5 に示した   

他に MKP がピーマン 1 検体から検出されたが ，残留 複数残留はピーマン ( 検出率 25                冷凍カボチャ 

基準 " (0.2ppm) の 1/20 であ り，低レベルであ った   (16.6%),  レタス (9.5%),  キュウ リ (8.0%),  キャベツ 

また， ェ チオンが冷凍 イ ンゲン 1 検体から Tr で検出 (7.6%), 及びハクサイ (3.8%) の 6 種 13 検体に認めら 

されたが，残留基準はなく 登録保留基準として イ ンゲン れた．また， ピーマン 2 検体及びレタス 1 検体では 3 種 

( 生鮮 ) に 0.3 ppm が設定されている ". 今回の検出結果 類以上の農薬が 検出されており ，生産時における 多種多 

は Tr とわずかな量であ り，特に問題はないと 考える   様な農薬散布の 現状が明らかになった   

殺菌剤ではトルクロホスメチルがキャベ   ツ 及びレタス 今回複数残留が 認められたものの 多くは今までにも 複 

02 種 3 検体から 0.02-0.5l ppm 検出されたが ，いずれ 数 残留が確認されておりⅡ ， 特にピーマンのように 内 

も残留基準 川 (2ppm) の 1/10- 1 ノ 4 と低レベルで 部が空洞であ るものや葉菜類等は 重量あ たりの表面積が 

あ った   大きくなるために 高い残留 量 となる． さらに葉菜類は 重 

3. 含 窒素系，カーバメイト 系及びその他の 農薬 なり合っている 部分が多いため ，風雨や日光の 暴露によ 

食窒素系農薬の 殺菌剤であ る ジ クロフルアニ ド がトマ る付着農薬の 分解・消失が 起こりにくく ，残留量が高く 
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Table@6.@ The@Difference@in@the@Pesticide@Residues@of@Crops@Harvested@in@Tama@Area@and@other@Areas 

Harvested@in@Tama@area Harvested（n｛ther‖rea 

Positive@sample@ Pesticide Cone ， Detection Positive《ample Pesticide Cone ・ Detection 

(ppm)@ rate(%) (ppm)  rate(%) 
Cucumber Iprodione O. ㎝ Cabagge・ Iprodione 0.03 

TPN O. ㎝ Tol ， -methyl3'@ 0.02 

Tomato EPN 0.02 Cabagge・ TPN 0 ・ 09 

1998.4 一 Youngleavesof Cerly 0.28 

1999.3@ Chinese@cabagge@ EPN 0.30 18.92'@ Cucumber@1@ Procymidone@ 0.03 22.0 。 1 

BE 皿 NA EPN 0.02 Cucumber@2@ Benz ， sul4 ， 0.01 

Cabagge Procymidone@ 0.02 Pumpkin Hep ， ep 0.03 

Japanese@radish@ Hep ． ep" 0.06 Tomato Dichlofluanid@ 0.15 

Lettuce TPN 0.30 

Tomato Procymidone@ 0.05 Lettuce 1 Tol ． -methyl 0.51 

Piment Procymidone@ 0.01 Dimethoate 0.08 

MEP 0.01 Ipro4one 0.51 

TPN 0.01 Lettuce・ Ipro4one 0.06 

1999.4-@ Mini@tomato TPN 0.05 Pumpkin EPN 0.02 

2 ㏄ 0 ． 3  Turnip(top) TPN 1.57 10.06'@ Piment EPN 0 ・ 02 22.571 

Sunny@lettuce@ Dichlofluanid@ 0.02 Tomato TPN Tr8) 

Garden@bean@ Captan 0.44 Diethofencarb@ Tr 

Cucumber@ Procymidone@ 0.02 

Japanese  radish  1  Prothiofos Tr 

Japanese@radish@2@ Dazi   on Tr 

Spinach Captan Tr 

1@)@ Heptachlor@epoxide 

2)@ Number@of@detected@sample/Number@of@sample@X@ 100@ (7@samples/37samples@X@ 100) 
3)@ Tolclofos-methyl 

4)@ Benzoepin@sulfate 

5@)@ 7@samples/@41@samples@ x@ 100 

6@)@ 6@samples/@60@samples@ x@ 100 

7@)@ 9@samples/@40@samples@X@ 100 
8) Tr:below0.0lppm 

なると推察される．今後も 残留状況の把握のため ，継続 く，通常の喫 食 には何ら影響はないと 考える   

曲調査に努める 必要があ る   他地域 産 と地場産を比較した 場合，収穫から 喫 食まで 

5. 多摩地域産生鮮野菜との 比較 の 過程が短 い ために，残留農薬が 減少しにくいと 居、 われ 

平成 10 年度は 17 種 37 検体，平成Ⅱ年度は 35 種 6i0 検体計 る 地場産の方が 検出率は低い 傾向にあ り，平成 11 年度に 

97 検体の多摩地域産生鮮野菜 ( 以下，地場産 ) を調査し おいては，地場産は 他地域 産 0 1/2 の検出率となった． 

た ．また，対照として 多摩地域で流通している 他道府県 また，地場産から 検出される農薬に 比べ ，他地域産の 方 

産の作物 ( 以下，他地域 産 ) は平成 10 年度は 15 種 41 検体， が多種の農薬を 使用している 傾向が見られ ，これらの結 

平成 11 年度は 18 種 40 検体，計 81 検体についても 調査した   果 をふまえ今後も 調査検討を行っていく 泌 、 要があ る   

じ ablee6) ま と め 

その結果，地場産においては 平成 lW 年度は 7 検体 ( 検 平成 8 年 4 月から平成 lm 年 3 月までに多摩地域で " 流通 

出牢 18.9%) から 4 種の有機塩素系農薬と 1 種の有機 リ していた国内産生鮮野菜 19 種 1f61 検体，生鮮果実 1 種 1 

ン系農薬が検出された．また ，平成 11 年度は 6 検体 ( 同 検体，多摩地域で 生産された生鮮野菜 35 種 97 検体，及び 

10.0 %) から 3 種の有機塩素系農薬， 1 種の有機リン 冷凍野菜 ( 原材料はいずれも 輸入品 ) 9 種 2W 検体，計 51 

系 農薬及び 1 種の含窒素系農薬が 検出された．いずれも 種 278 検体について 調査した   

残留基準値及び 登録保留基準値を 上回るような 値ではな 有機塩素系農薬では 殺虫剤であ る ジ コホール， 0 ガ ・ - 
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DDT, ディルドリン ，ベンゾ エ ピン及び代謝物であ る 

へプ タクロルエポキサイド ， 0 ガ ， DDE, ベンゾ エ ピンサ 

ルフェートが 8 種 15 検体から Tr 一 0 ・ 60ppm 検出された． 

このうちピーマンからべ ンゾエ ピンが登録保留基準 0 ． 5 

ppm を超えて検出された・また ，殺菌剤であ る TPN, プ 

ロシミドン，イプロジオン ，ビンクロプリン 及びキャプ 

タンが 11 種 31 検体から Tr-l.57ppm 検出された． 

有機リン系農薬では 殺虫剤であ る EPN, プロチオホ 

ス， DDVP, ホ サロン， MEP, ジメトエート 及び ェ チオ 

ンが 10 種 14 検体から Tr-0.25ppm, 殺菌剤であ るトル 

クロホスメチルが 2 種 3 検体から 0.02-0.5l ppm それぞ 

れ検出された． 

含 窒素系農薬では 殺菌剤であ る ジ クロフル アニド が 2 

種 2 検体から，除草剤であ る ぺ ンディメタリンが 1 種 1 

検体からそれぞれ 検出された． 

また，農薬の 複数残留がピーマン ，キャベツ，キュウ 

ソ など 6 種 13 検体に認められた． 

他地域 産 と地場産で残留農薬検出率の 比較を行った 結 

果， り m 穫から 喫 食までの時間経過の 短い地場産の 方が残 

留農薬が減少しにくく ，検出率も高くなる 事が予想され 

たが，実際には 地場産の方が 低い検出率となり ，平成 11 

年度においては 他地域 産 0 1/2 の検出率となった． 

なお，今回の 結果から登録保留基準を 超えて農薬が 検 

出されたが，通常の 喫 食 では健康上特に 問題はないと 者 

ぇ 、 る   

本調査は東京都衛生局食品環境指導センター 多摩支所 

と協力して行ったものであ る． 
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